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《3》
横
浜
の
人
口
動
向
の
全
体
像
を
つ
か
む

～
人
口
静
態
・
人
口
動
態
か
ら
み
る
特
徴
～

横
浜
の
人
口
を
読
む

横
浜
は
、
平
成
25
年
５
月
に

３
７
０
万
人
を
突
破
し
、
引
き
続

き
人
口
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

将
来
人
口
推
計
で
は
、
平
成
31
年

に
お
よ
そ
３
７
３
万
６
千
人
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
横
浜
の
人
口
の
動
き
は
、
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。本

章
で
は
、
人
口
統
計
の
基
本

的
事
項
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

特
に
横
浜
全
体
の
人
口
の
動
き
に

つ
い
て
解
説
し
、次
章
以
降
、様
々

な
視
点
で
横
浜
の
人
口
の
動
き
を

考
察
し
て
い
く
。

❶
人
口
静
態
と
人
口
動
態

人
口
統
計
は
、
あ
る
一
時
点
で

の
人
口
の
状
態
を
捉
え
た
「
人
口

静
態
」
と
、
二
つ
の
時
点
間
の
人

口
の
変
化
を
捉
え
た
「
人
口
動

態
」
に
区
分
さ
れ
、
こ
の
人
口
動

態
は
、「
自
然
動
態
」
と
「
社
会

動
態
」
を
合
わ
せ
た
動
き
を
い

う
。
な
お
、「
自
然
動
態
」
と
は

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
を
い
い
、

「
社
会
動
態
」
と
は
主
に
転
入
数

と
転
出
数
の
差
を
い
う
。
例
え

ば
、
出
生
数
が
死
亡
数
よ
り
多
け

れ
ば
、
ま
た
転
入
数
が
転
出
数
よ

り
多
け
れ
ば
人
口
は
増
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
逆
で
あ
れ
ば
減

少
す
る
。
ま
た
、
一
定
期
間
に
お

い
て
転
入
数
が
転
出
数
よ
り
多
い

状
態
を
「
転
入
超
過
」
と
い
い
、

転
出
数
が
転
入
数
よ
り
多
い
状
態

を
「
転
出
超
過
」
と
い
う
。

❷
横
浜
の
人
口
静
態

図
１
に
よ
り
「
人
口
静
態
」
に

つ
い
て
横
浜
の
戦
後
に
お
け
る
推

移
を
み
る
と
、
戦
争
に
よ
り
急
激

に
減
少
し
た
人
口
は
、
戦
地
か
ら

の
復
員
と
引
き
揚
げ
、
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
（
昭
和
22
～
24
年
）

等
を
要
因
に
一
気
に
回
復
し
、

昭
和
26
年
に
再
び
１
０
０
万
人

を
超
え
、
17
年
後
の
43
年
に
は

２
０
０
万
人
に
達
し
た
。
昭
和
40

年
代
後
半
の
石
油
危
機
後
、
人
口

増
加
は
鈍
化
し
た
が
、
昭
和
53
年

５
月
に
大
阪
市
の
人
口
を
超
え
、

市
と
し
て
は
全
国
１
位
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
昭
和
60
年
12
月
に

３
０
０
万
人
を
、
平
成
14
年
10
月

に
は
３
５
０
万
人
を
突
破
し
た
。

そ
の
後
も
人
口
増
加
数
は
縮
小
傾

向
に
あ
る
も
の
の
増
加
を
続
け
、

平
成
25
年
５
月
に
は
３
７
０
万
人

を
突
破
し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

❸
横
浜
の
人
口
動
態

ア　

自
然
動
態

人
口
動
態
の
う
ち
、「
自
然
動

態
」
を
み
る
と
、
増
減
の
変
動
要

因
は
出
生
数
と
死
亡
数
で
あ
る
の

で
基
本
的
に
急
激
な
変
動
は
な
く

緩
や
か
に
推
移
す
る
。
図
２
で
示

す
よ
う
に
、
出
生
数
は
、
ひ
の
え

う
ま
の
昭
和
41
年
を
除
き
、
第
二

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
46
～
49
年
）

を
中
心
と
し
て
47
年
ま
で
増
加
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
ほ
ぼ
一

貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
一
方

で
、
死
亡
数
は
緩
や
か
に
増
加
し

て
い
る
た
め
、
自
然
増
加
数
（
出

生
数
─
死
亡
数
）
は
減
少
傾
向
を

た
ど
っ
て
い
る
。
直
近
10
年
の
傾

向（
年
平
均
増
加
率
）を
み
る
と
、

出
生
数
は
年
１
％
前
後
の
減
少
を

示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
死
亡
数

は
３
％
前
後
の
増
加
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
自
然
増
加
数
は
平
成

27
年
中
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
少

子
高
齢
化
を
背
景
に
出
生
数
の
減

少
、
死
亡
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
自
然
増
加
数
の
マ
イ
ナ

ス
傾
向
は
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

イ　

社
会
動
態

図
３
に
示
す
と
お
り
、
自
然
動

態
が
大
き
な
変
動
な
く
緩
や
か
に

推
移
す
る
の
に
対
し
、「
社
会
動

態
」
の
変
動
要
因
は
主
に
転
入
数

と
転
出
数
の
差
の
た
め
、
そ
の
時

の
社
会
情
勢
等
に
よ
り
流
動
的
で

あ
る
。
ま
た
、
社
会
動
態
が
描
く

波
形
は
、
人
口
増
加
数
の
波
形
と

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
動
態
の
動
き
が
人
口
増
減
の

動
き
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
の
社
会
動
態
の
推
移
を

み
る
と
、
昭
和
30
年
頃
か
ら
岩
戸

景
気
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
な
ど

大
型
景
気
が
続
く
高
度
経
済
成
長

期
を
迎
え
、
重
化
学
工
業
の
急
速

な
進
展
に
よ
り
多
く
の
雇
用
が
発

生
し
、
よ
り
良
好
な
雇
用
機
会
や

高
い
賃
金
等
を
求
め
て
大
都
市
圏

に
人
口
が
集
中
し
た
。
横
浜
に
お

い
て
も
、
京
浜
工
業
地
帯
を
中
心

に
雇
用
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、

公
団
、
公
社
等
に
よ
る
大
規
模
団

地
の
建
設
を
は
じ
め
と
し
た
住
宅

開
発
が
進
み
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
急
速
に
人
口
が
増
加

し
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
増
加

数
（
転
入
数
─
転
出
数
＋
そ
の

１　

横
浜
の
人
口
の
概
況
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図1　横浜の人口の推移　（昭和21年～平成25年）

図2　出生数、死亡数及び自然増加数の推移　（昭和22年中～平成25年中）

図3　人口増加の推移　（昭和22年中～平成25年中）
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他
増
減
）
は
、
昭
和
45
年
に
約

６
万
７
千
人
と
な
り
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。
そ
の
後
、
二
度
の
石
油
危

機
に
伴
う
景
気
悪
化
等
を
要
因
と

し
て
社
会
増
加
は
急
速
に
減
少

し
、
昭
和
54
年
に
は
千
人
を
割

り
、
７
１
２
人
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
平

成
４
年
以
降
は
、
平
成
不
況
と
呼

ば
れ
る
景
気
後
退
局
面
に
入
り
、

６
年
に
社
会
増
加
は
戦
後
初
め
て

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、
８
年
に

は
再
び
プ
ラ
ス
と
な
り
、
い
ざ
な

み
景
気
と
呼
ば
れ
る
好
景
気
と
、

工
場
跡
地
の
住
宅
転
換
に
伴
う
大

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
ん
だ

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
13
年
に
は

２
万
３
千
人
を
超
え
る
社
会
増
加

と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
若
干
の
増

減
は
あ
る
も
の
の
減
少
傾
向
が
続

き
、
平
成
23
年
に
は
７
年
以
来
、

社
会
増
加
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

影
響
に
よ
り
人
口
増
加
数
は
２
，

２
１
８
人
に
と
ど
ま
り
戦
後
最
低

と
な
っ
た
。

戦
後
の
横
浜
に
お
い
て
人
口
が

減
少
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

現
時
点
で
は
自
然
増
加
が
継
続
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
増
加

が
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
近
い
将
来
、
出
生
数

よ
り
死
亡
数
が
多
く
な
り
、
自
然

増
加
数
マ
イ
ナ
ス
の
時
代
に
突
入

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

う
な
る
と
、
横
浜
の
人
口
増
加
の

要
因
は
社
会
増
加
の
み
と
な
る
た

め
、
社
会
増
加
の
マ
イ
ナ
ス
は
横

浜
の
人
口
の
減
少
を
意
味
す
る
こ

と
に
な
る
。そ
の
点
で
社
会
動
態
、

す
な
わ
ち
、
転
入
・
転
出
の
動
き

を
的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
今
後
の

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

❶
流
動
性
の
高
い
世
代
、
転
入
超

過
の
多
い
世
代

ま
ず
、
平
成
25
年
の
社
会
動
態

を
年
齢
５
歳
階
級
別
に
み
る
。
図

４
を
み
る
と
、
転
入
数
及
び
転
出

数
と
も
に
、
25
～
29
歳
が
ピ
ー
ク

と
な
っ
て
い
る
。
進
学
や
就
職
、

転
勤
、
結
婚
、
出
産
、
マ
イ
ホ
ー

ム
の
購
入
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
引
っ
越
し
を
す

る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
ら
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
頻
度
が
高

い
で
あ
ろ
う
20
～
44
歳
で
は
、
転

出
数
・
転
入
数
と
も
に
多
い
。
ま

た
、
母
集
団
の
大

き
さ
に
よ
る
影
響

を
除
く
た
め
、
転

出
率
（
注
１
）、

転
入
率
（
注
２
）

の
平
成
３
年
か
ら

の
推
移
（
注
３
）

を
示
し
た
図
５
、

図
６
を
み
て
も
、

割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
転
入
超

過
数
を
図
４
で
み

る
と
、15
～
19
歳
、

20
～
24
歳
が
大
幅

な
転
入
超
過
と

な
っ
て
お
り
、
こ

の
世
代
が
横
浜
の

社
会
増
加
の
大
半

を
占
め
て
い
る
。

こ
こ
で
、
図
７
に
示
し
た
15
～

44
歳
の
年
齢
５
歳
階
級
別
の
転
入

超
過
数
の
平
成
３
年
か
ら
の
推
移

を
み
る
と
、
近
年
、
横
浜
の
転
入

超
過
を
支
え
て
い
た
の
は
15
～
19

歳
、20
～
24
歳
、25
～
29
歳
と
い
っ

た
比
較
的
若
い
世
代
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ら
の
世
代
に
つ
い
て
も
転
入
超

過
数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、25
～
29
歳
で
は
、

平
成
７
年
以
来
14
年
ぶ
り
の
転
出

超
過
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
転
入
超
過
数
の
増

減
の
動
き
を
み
る
と
、
20
～
24
歳

の
区
分
か
ら
40
～
44
歳
の
区
分
ま

で
は
同
じ
よ
う
な
動
き
（
同
じ
よ

う
な
グ
ラ
フ
の
形
）
を
示
し
て
い

る
。一

方
で
、
15
～
19
歳
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ら
の
区
分
と
は
動
き
が

異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ
は
、

15
～
19
歳
の
区
分
で
は
、
就
職
又

は
進
学
に
よ
る
移
動
が
大
半
を
占

め
る
と
考
え
ら
れ
、
移
動
の
事
由

２　

世
代
別
に
み
た
社
会
動
態

（
注
１
）
転
出
率 

＝ 

25
年
中
の
転
出
数 

÷ 

25
年
１
月
１
日
現
在
横
浜
市
推
計
人
口

（
注
２
）
転
入
率 

＝ 

25
年
中
の
転
入
数 

÷ 

（
25
年
10
月
１
日
現
在
全
国
の
推
計
人
口
─

横
浜
市
推
計
人
口
）。
全
国
の
１
月
１
日
現

在
の
年
齢
別
人
口
が
平
成
12
年
ま
で
し
か
さ

か
の
ぼ
っ
て
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ

こ
で
は
10
月
１
日
現
在
の
人
口
を
用
い
、
参

考
程
度
の
数
値
と
し
て
い
る
。

（
注
３
）
こ
こ
で
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
比
較

が
可
能
で
あ
る
平
成
３
年
か
ら
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
い
る
。
第
３
章
に
お
い
て
同
じ
。
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が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

❷
減
少
傾
向
に
あ
る
若
い
世
代
の

転
入
超
過

そ
れ
で
は
、
横
浜
の
社
会
増
加

を
支
え
て
い
る
15
～
29
歳
の
転
入

数
、
転
出
数
及
び
人
口
の
近
年
の

推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
（
注
４
）。

ま
ず
、
15
～
19
歳
に
つ
い
て
図

８
で
み
る
と
、
こ
の
世
代
の
転
出

数
、
転
入
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
転
出
数
の
減
少

幅
に
対
し
て
転
入
数
の
減
少
幅
が

大
き
い
た
め
、
転
入
超
過
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
５
歳
階
級
別

人
口
で
み
る
と
、
近
年
横
ば
い
又

は
微
増
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ

れ
は
、
横
浜
の
５
歳
階
級
別
人
口

の
ピ
ー
ク
で
あ
る
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
世
代
が
中
心
の
35
～
49
歳

を
親
に
持
つ
子
の
影
響
（
親
世
代

の
人
口
が
多
く
、
出
生
率
が
同
じ

で
あ
れ
ば
、
子
世
代
の
人
口
も
多

く
な
る
）
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
20
～
24
歳
に
つ
い
て
図

９
で
み
る
と
、
転
出
数
は
一
貫
し

て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
転
入
数
は

時
期
に
よ
り
増
減
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
減
少
傾
向
で
あ
る
。
人
口

は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

が
こ
の
階
級
に
含
ま
れ
た
時
期（
平

成
６
年
前
後
）
を
ピ
ー
ク
と
し
、

お
お
む
ね
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
図
10
で
示
し
た
と
お

り
25
～
29
歳
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
年
齢
別
の
人
口
構
成

比
を
図
11
で
み
る
。
横
浜
の
５
歳

階
級
別
の
ピ
ー
ク
は
40
～
44
歳
で

８
・
84
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
全

国
は
同
世
代
で
７
・
63
％
で
あ
る
。

ま
た
、第
二
の
ピ
ー
ク
を
み
る
と
、

横
浜
は
60
～
64
歳
で
６
・
58
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
全
国
は
同
世
代

で
７
・
48
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

全
国
と
比
較
す
る
と
、
横
浜
は
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
を
中
心

と
す
る
働
き
手
の
割
合
が
高
い
と

い
え
る
が
、
横
浜
の
転
入
超
過
を

支
え
て
き
た
比
較
的
若
い
世
代
に

お
い
て
、
人
口
減
少
、
転
入
超
過

数
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
若
い
世
代
の
社
会
増
加
の
回

復
が
図
ら
れ
な
い
限
り
、
横
浜
の

さ
ら
な
る
高
齢
化
は
免
れ
な
い
だ

ろ
う
。

❶
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
平
成

10
年
と
18
年

本
章
で
は
、
社
会
動
態
に
つ
い

て
地
域
別
に
み
る
。
ま
ず
、
全
国

を
北
海
道
、
東
北
、
北
関
東
、
南

関
東
、
東
京
都
、
北
陸
信
越
、
東

海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
及
び
九

州
の
11
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
注
５
）
に

区
分
し
て
考
察
す
る
。
平
成
３
年

か
ら
25
年
ま
で
の
23
年
間
の
転
入

超
過
数
を
み
る
と
、
横
浜
の
社
会

動
態
に
お
い
て
、
横
浜
と
同
じ
通

勤
・
通
学
圏
と
考
え
ら
れ
る
北
関

東
、
南
関
東
及
び
東
京
都
が
大
き

な
変
動
を
示
し
て
い
る
。

図
12
に
よ
り
、
こ
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
の
転
入
超
過
数
を
み
る
と
、
北

関
東
は
平
成
９
年
に
転
出
超
過
か

ら
転
入
超
過
へ
、
南
関
東
は
10
年

に
転
出
超
過
か
ら
転
入
超
過
へ
、

東
京
都
は
11
年
に
転
入
超
過
か
ら

転
出
超
過
へ
転
じ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
南
関
東
は
18
年
に
再
び

転
出
超
過
へ
転
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

よ
っ
て
、
平
成
10
年
と
18
年
を

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
み
て
、

以
後
、
３
年
か
ら
９
年
ま
で
（
以

下
、「
第
一
期
」
と
い
う
。）、
10

年
か
ら
17
年
ま
で
（
同
「
第
二

期
」）、
18
年
か
ら
25
年
ま
で
（
同

「
第
三
期
」）
の
三
期
間
で
地
域

別
の
社
会
動
態
を
分
析
し
て
み
た

い
。
な
お
、
転
入
超
過
数
に
つ
い

て
、
表
１
は
、
全
国
を
前
述
の
11

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、
表
２
は
、
横
浜

市
を
除
く
神
奈
川
県
内
市
町
村
を

川
崎
市
、
相
模
原
市
、
横
須
賀
三

浦
地
区
、
県
央
地
区
、
湘
南
地
区

及
び
県
内
そ
の
他
の
６
地
区
別

（
注
６
）に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

❷
23
年
間
の
総
計
の
社
会
動
態

表
１
に
よ
り
、
直
近
23
年
間
の

総
計
の
社
会
動
態
を
み
る
と
、
横
浜

は
15
万
人
の
転
入
超
過
と
な
っ
て

い
る
。
11
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、

横
浜
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
、
近
畿
の
５
万
８
千
人
、
東
北

の
２
万
７
千
人
、
東
海
の
２
万
５
千

人
の
転
入
超
過
で
あ
り
、
10
ブ
ロ
ッ

ク
で
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

残
り
の
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
南
関
東
は

４
万
２
千
人
の
転
出
超
過
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
表
２
に
示
し

て
い
る
と
お
り
、
県
内
市
町
村
へ

の
３
万
５
千
人
の
転
出
超
過
の
影

響
が
大
き
く
、
特
に
湘
南
地
区
及

び
県
央
地
区
へ
の
転
出
超
過
が
大

き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
県

内
市
町
村
で
は
川
崎
市
か
ら
の
転

入
超
過
が
４
万
２
千
人
と
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

❸
小
さ
な
社
会
増
加
時
代
へ

第
一
期
は
、
表
１
を
み
る
と
、

全
国
計
で
７
千
人
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
お
り
、
横
浜
に
と
っ
て
社

会
減
少
の
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
及
び
近
畿
か
ら
の
転
入
超

過
が
目
立
つ
も
の
の
、
そ
れ
以
上

に
南
関
東
及
び
北
関
東
へ
の
転
出

超
過
が
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
結
果

と
し
て
全
国
計
で
は
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、
南
関
東
の
う
ち
、
表
２
で

県
内
市
町
村
の
地
区
別
を
み
る

と
、
湘
南
地
区
及
び
県
央
地
区

へ
の
転
出
超
過
が
大
き
い
。
東

京
都
か
ら
人
口
が
流
入
し
、
県

内
市
町
村
へ
流
出
す
る
時
代
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
期
は
、
全
国
計
で
み
て

10
万
７
千
人
近
く
も
の
転
入
超
過

と
な
っ
て
お
り
、
横
浜
に
と
っ
て

大
き
な
社
会
増
加
の
時
代
で
あ
っ

た
。
特
に
、
近
畿
及
び
南
関
東
か

ら
の
転
入
超
過
が
目
立
ち
、
東
京

都
以
外
の
10
ブ
ロ
ッ
ク
全
て
で
転

入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第

二
期
に
、
南
関
東
に
つ
い
て
は
転

入
超
過
に
、
逆
に
、
東
京
都
に
つ

い
て
は
転
出
超
過
に
転
じ
て
お

り
、
第
一
期
と
は
逆
に
、
県
内
市

町
村
か
ら
人
口
が
流
入
し
、
東
京

都
へ
流
出
す
る
時
代
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

第
三
期
は
、
第
二
期
に
比
べ
る

３　

地
域
別
に
み
た
社
会
動
態

（
注
４
）
デ
ー
タ
の
連
続
性
の
観
点
か
ら
、

こ
の
節
以
降
で
は
国
外
及
び
地
域
不
詳
の
移

動
は
除
い
て
い
る
。

（
注
５
）「
東
北
」
は
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

秋
田
、
山
形
及
び
福
島
、「
北
関
東
」
は
、

茨
城
、栃
木
、群
馬
及
び
埼
玉
、「
南
関
東
」は
、

千
葉
、神
奈
川
（
横
浜
市
除
く
）
及
び
山
梨
、

「
北
陸
信
越
」
は
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、

福
井
及
び
長
野
、「
東
海
」
は
、岐
阜
、静
岡
、

愛
知
及
び
三
重
、「
近
畿
」
は
、滋
賀
、京
都
、

大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
及
び
和
歌
山
、「
中
国
」

は
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
及
び
山
口
、

「
四
国
」
は
、徳
島
、香
川
、愛
媛
及
び
高
知
、

「
九
州
」
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
及
び
沖
縄
を
表
す
。

（
注
６
）「
横
須
賀
三
浦
地
区
」
は
、
横
須
賀

市
、
鎌
倉
市
、
逗
子
市
、
三
浦
市
及
び
三
浦

郡
、「
県
央
地
区
」
は
、
厚
木
市
、
大
和
市
、

海
老
名
市
、
座
間
市
、
綾
瀬
市
及
び
愛
甲
郡
、

「
湘
南
地
区
」
は
、
平
塚
市
、
藤
沢
市
、
茅
ヶ

崎
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
高
座
郡
及
び

中
郡
、「
県
内
そ
の
他
」
は
、
小
田
原
市
、

南
足
柄
市
、
足
柄
上
郡
及
び
足
柄
下
郡
を
表

す
。
な
お
、「
相
模
原
市
」
に
は
、
旧
津
久

井
郡
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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図4　平成25年中の社会動態
図8　15～19歳人口と転出入の推移　（平成3年～25年）

図9　20～24歳人口と転出入の推移　（平成3年～25年）

図10　25～29歳人口と転出入の推移　（平成3年～25年）

図11　人口の構成比の比較　（平成25年1月1日推計人口）

※国外・不詳を含む。

図5　転出率の推移　（平成3年～25年）※国外・不詳を含む。

（参考）図6　横浜市への転入率の推移　（平成3年～25年） ※国外・不詳を含む。

図7　転入超過数の推移　（平成3年～25年）※国外・不詳を含む。

9 ■ 特集・横浜の人口を読む



横須賀三浦地区 19.5% 東 京 都 区 部 22.1% 東 京 都 区 部 13.3% 東 京 都 区 部 18.8% 川 崎 市 17.5% 東 京 都 区 部 13.1% 横須賀三浦地区 16.3% 13.8% 19.0%

東 京 都 区 部 11.8% 川 崎 市 13.4% 川 崎 市 10.3% 川 崎 市 16.6% 東 京 都 区 部 14.4% 湘 南 地 区湘 南 地 区 9.7% 東 京 都 区 部 10.9% 11.5% 東 京 都 区 部 9.9%

千 葉 県 5.8% 東京都区部以外 5.9% 東京都区部以外 9.9% 東京都区部以外 8.0% 東京都区部以外 5.7% 横須賀三浦地区 6.9% 10.7% 東 京 都 区 部 10.6% 7.7%

そ の 他 63.0% そ の 他 58.5% そ の 他 66.5% そ の 他 56.6% そ の 他 62.5% そ の 他 70.4% そ の 他 62.1% そ の 他 64.1% そ の 他 63.3%

計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0%

横須賀三浦地区 19.1% 東 京 都 区 部 24.9% 東 京 都 区 部 13.8% 東 京 都 区 部 20.3% 東 京 都 区 部 15.7% 東 京 都 区 部 15.3% 横須賀三浦地区 16.1% 16.3% 25.3%

東 京 都 区 部 15.1% 川 崎 市 14.0% 東京都区部以外 13.0% 川 崎 市 15.3% 川 崎 市 14.4% 12.6% 13.4% 13.5% 東 京 都 区 部 10.1%

千 葉 県 6.1% 東京都区部以外 6.0% 川 崎 市 9.2% 東京都区部以外 11.2% 東京都区部以外 7.8% 横須賀三浦地区 7.2% 東 京 都 区 部 12.7% 東 京 都 区 部 11.9% 7.6%

そ の 他 59.6% そ の 他 55.1% そ の 他 64.0% そ の 他 53.1% そ の 他 62.1% そ の 他 64.8% そ の 他 57.8% そ の 他 58.3% そ の 他 57.1%

計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0%

金沢区 港北区 緑区 青葉区 都筑区 戸塚区 栄区 泉区 瀬谷区

金沢区 港北区 緑区 青葉区 都筑区 戸塚区 栄区 泉区 瀬谷区

湘 南 地 区湘 南 地 区

湘 南 地 区湘 南 地 区 湘 南 地 区湘 南 地 区

湘 南 地 区湘 南 地 区

湘 南 地 区湘 南 地 区

湘 南 地 区湘 南 地 区湘 南 地 区湘 南 地 区

県 央 地 区県 央 地 区

県 央 地 区県 央 地 区

県 央 地 区県 央 地 区

県 央 地 区県 央 地 区
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と
小
さ
い
が
、
社
会
増
加
の
時
代

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
京

都
へ
の
転
出
超
過
が
目
立
つ
も
の

の
、
相
変
わ
ら
ず
近
畿
や
東
北
を

は
じ
め
と
す
る
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
転

入
超
過
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
結

果
で
あ
る
。
南
関
東
へ
は
再
び
転

出
超
過
に
転
じ
、
東
京
都
へ
の
転

出
も
増
加
し
た
。
川
崎
市
か
ら
は

転
入
超
過
を
保
っ
て
は
い
る
が
、

第
一
期
及
び
第
二
期
に
比
べ
、
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。

❹
進
行
す
る
東
京
一
極
集
中

こ
の
よ
う
に
、
第
一
期
は
、
横

浜
に
と
っ
て
社
会
減
少
時
代
、
第

二
期
は
大
き
な
社
会
増
加
時
代
、

第
三
期
も
社
会
増
加
時
代
で
あ
っ

た
。
近
畿
と
の
関
係
は
、
毎
年
転

入
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
近
畿
が

こ
の
23
年
間
で
横
浜
に
与
え
て
い

る
社
会
増
加
の
影
響
は
５
万
８
千

人
と
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
比
べ
て
最

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

東
北
や
東
海
か
ら
の
転
入
超
過
も

目
立
っ
て
い
る
。

南
関
東
に
つ
い
て
は
、
こ
の
23

年
間
で
４
万
２
千
人
の
転
出
超
過

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
県
内

市
町
村
の
中
で
も
湘
南
地
区
、
県

央
地
区
及
び
相
模
原
市
へ
の
転
出

超
過
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

こ
の
３
地
区
に
つ
い
て
は
三
期
間

全
て
で
転
出
超
過
で
あ
る
。一
方
、

川
崎
市
に
つ
い
て
は
、
23
年
間
で

４
万
２
千
人
の
転
入
超
過
と
大
き

く
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
縮
小

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
都
と
の
関
係
を
み
る
と
、
第
一

期
は
、
東
京
一
極
集
中
が
是
正
さ

れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
が
、
第
二

期
（
平
成
11
年
）
か
ら
転
出
超
過

に
転
じ
た
。
そ
れ
以
降
、
直
近
の

平
成
25
年
に
至
る
ま
で
東
京
都
へ

の
転
出
超
過
は
増
加
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
東
京
一
極
集
中
が
再
び

進
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。
今
後

も
横
浜
の
社
会
増
加
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
通
勤
・
通
学
圏

を
共
に
す
る
東
京
都
へ
の
転
出
抑

制
、
そ
し
て
、
東
京
都
か
ら
の
転

入
促
進
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

❶
行
政
区
別
の
人
口
の
概
況

ま
ず
、
表
３
、
表
４
に
平
成
26

年
１
月
１
日
現
在
の
行
政
区
別

人
口
と
、
25
年
の
人
口
動
態
を

ま
と
め
た
。
最
も
人
口
が
多
い

の
は
港
北
区
の
３
３
８
、９
６
９

人
で
横
浜
の
人
口
全
体
の
９
・

２
％
、
最
も
少
な
い
の
は
西
区
の

９
７
、２
５
１
人
で
同
２
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
増
減

に
着
目
す
る
と
総
数
で
は
６
、

２
２
３
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
金
沢
区
、
旭
区
、
港
南
区
な

ど
９
区
で
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

次
節
か
ら
は
行
政
区
別
の
人
口

動
態
を
み
て
い
く
が
、
現
在
の
18

行
政
区
単
位
で
の
比
較
を
行
え
る

よ
う
、
以
後
、
本
章
の
考
察
は
全

て
平
成
７
年
以
降
の
デ
ー
タ
に
基

づ
く
。

❷
17
区
で
自
然
増
加
が
マ
イ
ナ

ス
？行

政
区
別
の
出
生
数
と
死
亡
数

の
推
移
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、

紙
幅
の
都
合
上
、
行
政
区
別
の
推

移
の
グ
ラ
フ
を
全
て
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
出
生
数
及
び

死
亡
数
の
増
減
傾
向
を
み
る
手
段

と
し
て
、
近
似
直
線
（
注
７
）
を

利
用
す
る
。
図
13
は
鶴
見
区
の
出

生
数
及
び
死
亡
数
の
推
移
を
グ
ラ

フ
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
近
似
直
線

を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
出
生
数
の
グ
ラ
フ
の
近

似
直
線
の
傾
き
（
以
下
「
傾
き
」

と
い
う
。）
は
６
・
45
（
つ
ま
り

１
年
後
の
出
生
数
が
、
当
年
に
比

べ
て
約
６
人
分
多
く
な
る
よ
う
な

動
き
で
推
移
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
。）、
死
亡
数
の
傾
き
は
35
・
07

と
な
っ
て
い
る
。

同
様
に
し
て
、
全
て
の
行
政
区

に
つ
い
て
傾
き
を
求
め
た
も
の
が

表
５
で
あ
る
。
西
区
を
除
く
全
て

の
区
に
お
い
て
、（
出
生
数
の
傾

き
）<

（
死
亡
数
の
傾
き
）
と
な
っ

て
お
り
（
つ
ま
り
出
生
数
の
増
え

方
よ
り
死
亡
数
の
増
え
方
の
ほ
う

が
多
い
の
で
）、
こ
の
ま
ま
の
状

態
が
続
け
ば
自
然
増
加
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

❸
転
入
・
転
出
は
近
隣
地
域
志
向

紙
幅
の
都
合
上
、
図
表
は
省
略

す
る
が
、
各
行
政
区
別
に
市
外
か

ら
の
転
入
数
（
以
下
「
市
外
転
入

数
」
と
い
う
。）
と
市
内
他
区
か
ら

の
転
入
数
（
以
下
「
市
内
転
入
数
」

と
い
う
。）
の
ど
ち
ら
が
多
い
か
、

ま
た
、市
外
へ
の
転
出
数（
以
下「
市

外
転
出
数
」
と
い
う
。）
と
市
内
他

区
へ
の
転
出
数
（
以
下
「
市
内
転

出
数
」
と
い
う
。）
の
ど
ち
ら
が

多
い
か
を
、
平
成
７
年
以
降
の
累

計
で
計
算
し
た
結
果
、
南
区
で
市

内
転
出
数
が
市
外
転
出
数
よ
り
多

か
っ
た
場
合
を
除
き
、
全
て
の
区

で
市
外
転
入
数
及
び
市
外
転
出
数

の
方
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
市

外
転
入
数
及
び
市
外
転
出
数
は
、

ど
の
地
域
が
多
い
の
か
を
考
察
す

る
。
表
６
は
、
市
外
転
入
数
及
び

市
外
転
出
数
の
地
域
別
構
成
比（
平

成
７
年
か
ら
25
年
の
累
計
を
用
い

て
計
算
し
た
も
の
）
で
あ
る
。

ま
ず
、
市
外
転
入
数
に
関
し
て
は

18
行
政
区
の
う
ち
12
の
行
政
区
で
東

京
都
区
部
が
１
位
、
市
外
転
出
数
に

関
し
て
も
13
の
行
政
区
で
東
京
都
区

部
が
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
東
京
都
区
部
以
外
に
注

目
す
る
と
、
川
崎
市
の
市
外
転
入

数
が
１
位
と
な
っ
て
い
る
の
は
鶴

見
区
と
都
筑
区
、
市
外
転
出
数
が

（
注
７
）
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０
」
を
用
い
て
行
政
区
別
の
デ
ー
タ

を
グ
ラ
フ
化
し
、
近
似
曲
線
の
線
形
近
似
を

選
択
し
て
求
め
た
。
便
宜
上
こ
こ
で
は
、「
近

似
直
線
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

４　

行
政
区
別
に
み
た
社
会
動
態



市外転入数
順
位

1 川 崎 市 20.6% 東 京 都 区 部 19.2% 東 京 都 区 部 22.1% 東 京 都 区 部 23.9% 東 京 都 区 部 17.1% 東 京 都 区 部 13.7% 東 京 都 区 部 15.2% 東 京 都 区 部 12.8% 東 京 都 区 部 14.3%

2 東 京 都 区 部 19.9% 川 崎 市 9.3% 川 崎 市 7.8% 川 崎 市 7.9% 横須賀三浦地区 7.7% 横須賀三浦地区 9.1% 川 崎 市 7.5% 9.5% 横須賀三浦地区 8.9%

3 千 葉 県 6.2% 千 葉 県 6.4% 千 葉 県 6.4% 千 葉 県 6.8% 川 崎 市 7.4% 千 葉 県 6.7% 千 葉 県 6.5% 川 崎 市 7.6% 千 葉 県 6.7%

そ の 他 53.3% そ の 他 65.1% そ の 他 63.7% そ の 他 61.5% そ の 他 67.8% そ の 他 70.5% そ の 他 70.8% そ の 他 70.1% そ の 他 70.1%

計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0%

市外転出数
順
位

1 川 崎 市 20.8% 東 京 都 区 部 21.3% 東 京 都 区 部 24.4% 東 京 都 区 部 25.7% 東 京 都 区 部 19.0% 東 京 都 区 部 16.3% 東 京 都 区 部 18.8% 東 京 都 区 部 14.4% 東 京 都 区 部 16.3%

2 東 京 都 区 部 19.6% 川 崎 市 9.7% 川 崎 市 7.3% 川 崎 市 7.4% 川 崎 市 7.6% 横須賀三浦地区 9.1% 川 崎 市 7.6% 11.4% 横須賀三浦地区 9.9%

3 千 葉 県 6.7% 千 葉 県 6.6% 千 葉 県 6.4% 千 葉 県 6.8% 横須賀三浦地区 7.5% 千 葉 県 7.2% 千 葉 県 6.6% 川 崎 市 7.6% 千 葉 県 7.1%

そ の 他 52.8% そ の 他 62.4% そ の 他 61.9% そ の 他 60.1% そ の 他 65.9% そ の 他 67.5% そ の 他 67.0% そ の 他 66.6% そ の 他 66.7%

計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0%

鶴見区 神奈川区 西区 中区 南区 港南区 保土ケ谷区 旭区 磯子区

鶴見区 神奈川区 西区 中区 南区 港南区 保土ケ谷区 旭区 磯子区

県 央 地 区県 央 地 区

県 央 地 区県 央 地 区

年次 北海道 東北 北関東 南関東 東京都 北陸信越 東海 近畿 中国 四国 九州 全国計

平成３年～９年 1,284 △ 2,201 △ 13,739 △ 45,572 31,941 △ 456 2,418 12,447 3,629 1,269 1,809 △ 7,171

平成10年～17年 6,352 12,411 12,601 14,751 △ 5,413 6,677 11,847 28,108 7,646 2,668 9,242 106,890

平成18年～25年 7,089 17,423 8,290 △ 12,105 △ 23,207 6,606 11,605 17,792 4,993 2,585 9,667 50,738

23年間計 14,725 27,633 7,152 △ 42,926 3,321 12,827 25,870 58,347 16,268 6,522 20,718 150,457

年次 川崎市 相模原市 横須賀三浦地区 県央地区 湘南地区 県内その他 県内計

平成３年～９年 19,451 △ 9,256 △ 5,241 △ 15,368 △ 18,260 △ 1,489 △ 30,163

平成10年～17年 20,944 △ 879 △ 2,961 △ 5,404 △ 3,457 1,016 9,259

平成18年～25年 1,830 △ 3,206 920 △ 6,810 △ 7,887 1,007 △ 14,146

23年間計 42,225 △ 13,341 △ 7,282 △ 27,582 △ 29,604 534 △ 35,050

（人）
鶴見区 出生数 鶴見区 死亡数
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0
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図12　北関東、南関東及び東京都からの転入超過数　（平成3年中～25年中）

図13　鶴見区の出生数及び死亡数の推移と近似直線

11 ■ 特集・横浜の人口を読む

表1　全国11ブロック別にみた転入超過数（平成3年～25年）

表2　県内6地区別にみた転入超過数（平成3年～25年）

表3　平成26年1月1日
現在の行政区別人口 表4　平成25年中の行政区別人口動態

表5　出生数及び死亡数
の推移の近似直線の傾き

表6　市外転入数・市外転出数の構成比（平成7年中～25年中の累計に基づく）
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１
位
と
な
っ
て
い
る
の
は
鶴
見
区

で
あ
る
。
ま
た
、
横
須
賀
三
浦
地

区
（
注
６
）
の
市
外
転
入
数
が
１

位
な
の
は
金
沢
区
と
栄
区
で
、
こ

れ
に
関
し
て
は
市
外
転
出
数
も
全

く
同
じ
結
果
で
あ
る
。
更
に
県
央

地
区
（
注
６
）
に
つ
い
て
は
市
外

転
入
数
・
市
外
転
出
数
と
も
１
位

が
瀬
谷
区
、
湘
南
地
区
（
注
６
）

に
お
い
て
は
市
外
転
入
数
・
市
外

転
出
数
と
も
１
位
が
泉
区
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
、地
図
上
（
口

絵
１
～
６
ペ
ー
ジ
に
横
浜
と
周
辺

地
域
の
地
図
が
あ
る
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。）
で
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
と
、東
京
都
区
部
は
別
と
し
て
、

近
隣
地
域
の
市
外
転
入
数
・
市
外

転
出
数
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
２

位
以
下
の
市
外
転
入
数
・
市
外
転

出
数
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
近

隣
地
域
へ
の
転
入
・
転
出
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

横
浜
の
人
口
動
態
と

　
　

人
口
構
造
の
変
化

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
人
口
動
態
と
関
連
づ
け
な
が

ら
、
横
浜
の
人
口
構
造
の
変
化
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

最
初
に
「
人
口
構
造
」
と
は
何

か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
人
口
構
造
」
は
、
特
定
時
点
の

人
口
を
い
ろ
い
ろ
な
分
類
標
識
に

よ
っ
て
分
類
し
た
結
果
に
焦
点
を

当
て
て
示
す
も
の
で
、
第
１
章
で

述
べ
た
人
口
静
態
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
男
女
別
、
年
齢
別
な
ど
の
自

然
的
標
識
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も

の
、
配
偶
関
係
別
、
世
帯
別
、
産

業
別
、
職
業
別
、
国
籍
別
な
ど
の

社
会
的
経
済
的
標
識
に
よ
っ
て
分

類
し
た
も
の
が
あ
る
。

「
人
口
構
造
」
は
常
に
変
化
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
常
に
社
会
が
変
動
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
が
、「
人
口
構

造
」
の
変
化
は
、
過
去
に
お
け
る

社
会
変
動
が
人
口
動
態
の
諸
要
因

を
通
じ
て
発
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
将
来
に
お
け
る
人

口
現
象
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、

社
会
経
済
の
発
展
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
。

❶
横
浜
に
お
け
る「
少
子
高
齢
化
」

の
進
展
～
転
換
点
は
平
成
12
年

人
口
構
造
に
お
い
て
、
子
ど
も

（
年
少
人
口
）
の
割
合
が
低
下
し

高
齢
者
（
老
年
人
口
）
の
割
合
が

上
昇
し
て
い
く
人
口
現
象
が
、「
少

子
高
齢
化
」で
あ
る（
注
８
）。「
少

子
高
齢
化
」
へ
の
対
応
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。「
少
子
化
」
す

な
わ
ち
子
ど
も
の
減
少
は
現
役
世

代
（
生
産
年
齢
人
口
）
の
減
少
を

も
た
ら
す
一
方
、「
高
齢
化
」
す

な
わ
ち
高
齢
者
の
増
加
は
現
役
世

代
の
扶
養
負
担
度
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
、
様
々
な
社
会
制
度
の
根

幹
を
揺
り
動
か
す
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、横
浜
の「
少
子
高
齢
化
」

は
、
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。

表
７
（
平
成
22
年
以
前
は
国
勢

調
査
、
23
年
以
降
は
推
計
人
口
に

基
づ
く
）
に
示
す
と
お
り
、
年
少

人
口
の
割
合
は
戦
後
の
32
・
１
％

か
ら
基
本
的
に
低
下
を
続
け
、
平

成
26
年
は
12
・
９
％（
約
48
万
人
）

と
な
っ
た
。
年
少
人
口
数
の
ピ
ー

ク
は
昭
和
55
年
の
約
67
万
人
だ
っ

た
の
で
、
平
成
26
年
で
は
19
万
人

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
一
方
で
、
老
年
人
口
の
割
合
は

戦
後
の
３
・
２
％
か
ら
一
貫
し
て

上
昇
を
続
け
、
平
成
26
年
は
22
・

１
％
（
約
82
万
人
）
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
老
年
人
口
数
は
約
79
万

人
も
増
加
し
て
い
る
。

で
は
、
生
産
年
齢
人
口
は
ど
う

か
。
割
合
は
、
戦
後
の
64
・
８
％

か
ら
平
成
７
年
の
74
・
０
％
ま
で

上
昇
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
は
低

下
し
26
年
は
64
・
３
％
と
ほ
ぼ
戦

後
の
割
合
に
戻
っ
た
。
生
産
年
齢

人
口
の
数
は
、
平
成
12
年
に
約

２
４
６
万
人
と
ピ
ー
ク
を
付
け
た

が
、
そ
の
後
は
減
少
を
た
ど
っ
て

お
り
、
26
年
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ

８
万
人
減
の
約
２
３
８
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
動
向
を
要
約
す
る
。
ま

ず
、
昭
和
55
年
頃
か
ら
子
ど
も
の

数
が
減
少
し
始
め
、
そ
の
減
少
傾

向
が
継
続
す
る
中
で
平
成
12
年
に

は
高
齢
者
の
数
が
子
ど
も
の
数
を

逆
転
す
る
状
況
（
高
齢
化
率
は

13
・
９
％
）
と
な
り
、
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
現
役
世
代
の
数
も
ピ
ー
ク

と
な
っ
た
。
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ

上
で
あ
る
が
、
平
成
12
年
は
横
浜

の
人
口
構
造
に
お
け
る
転
換
点
、

高
齢
社
会
（
注
９
）
へ
の
転
機
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
子
ど
も
・

現
役
世
代
の
減
少
と
高
齢
者
の
増

加
は
明
ら
か
な
趨
勢
と
な
り
、
平

成
25
年
以
降
毎
年
約
３
万
人
の
人

口
が
子
ど
も
・
現
役
世
代
か
ら
高

齢
者
へ
と
移
行
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
25
年
に
高
齢
化
率
21
％
超

の
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
。

❷
横
浜
の
従
属
人
口
指
数
は
「
人

口
オ
ー
ナ
ス
（
負
荷
）」
期
を
示
す

こ
の
よ
う
に
「
少
子
高
齢
化
」

の
進
展
に
よ
り
横
浜
の
人
口
構
造

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
変
化
は
社
会
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
指
標
と
し
て
、
現

役
世
代
の
扶
養
負
担
度
を
表
す
従

属
人
口
指
数
（
注
10
）
を
取
り
上

げ
る
。

表
７
右
欄
に
示
す
よ
う
に
、
横

浜
の
従
属
人
口
指
数
は
平
成
７
年

か
ら
上
昇
を
始
め
、
26
年
は
54
・

５
と
戦
後
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
ま
で

上
昇
し
、「
人
口
オ
ー
ナ
ス
（
負

荷
）」
期
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
現
役
世
代
1
人
で
従
属
人
口

０
・
55
人
を
支
え
る
人
口
構
造
と
な

り
、
現
役
世
代
へ
の
負
荷
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
平
成
26
年
全
国
の
従

属
人
口
指
数
61
・
６
と
は
ま
だ

７
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
。

図
14
は
こ
の
差
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
で
、
横
浜
の
動
き
は
全
国
か

ら
遅
れ
、
５
～
10
年
程
度
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
。
年
少
人
口
指
数

（
注
11
）
の
動
き
は
全
国
と
変
わ

り
が
な
い
た
め
、
差
が
生
じ
て
い

る
理
由
は
老
年
人
口
指
数
の
動
き

の
遅
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
今
後
、
従
属
人
口
指
数

の
上
昇
を
抑
え
る
方
策
を
検
討
す

る
場
合
、
前
章
ま
で
に
行
っ
て
き

た
社
会
動
態
に
つ
い
て
の
様
々
な

考
察
が
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
。

（
注
８
）
人
口
統
計
で
は
、
総
人
口
を
年
少

人
口
（
０
～
14
歳
）、
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
）、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
に
区

分
し
た
年
齢
３
区
分
別
人
口
を
使
用
す
る
。

年
少
人
口
を
「
子
ど
も
」、
生
産
年
齢
人
口

を
「
現
役
世
代
」、
老
年
人
口
を
「
高
齢
者
」

と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
人
口
総
数
に

占
め
る
老
年
人
口（
高
齢
者
）の
割
合
を「
高

齢
化
率
」
と
呼
ぶ
。
本
稿
で
も
同
様
に
使
用

し
て
い
る
。

（
注
９
）
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
及
び

国
連
の
定
義
に
よ
る
と
、
高
齢
化
率
７
％
超

を「
高
齢
化
社
会
」、14
％
超
を「
高
齢
社
会
」、

21
％
超
を
「
超
高
齢
社
会
」
と
し
て
い
る
。

（
注
10
）
従
属
人
口
指
数
＝
従
属
人
口
（
年

少
人
口
＋
老
年
人
口
）
÷
生
産
年
齢
人
口
×

１
０
０
。
生
産
年
齢
人
口
（
現
役
世
代
）
の

扶
養
負
担
度
を
表
す
指
標
で
あ
る
。
従
属
人

口
指
数
が
低
下
し
て
い
る
局
面
を
「
人
口

ボ
ー
ナ
ス
」、
従
属
人
口
指
数
が
上
昇
し
て

い
る
局
面
を
「
人
口
オ
ー
ナ
ス
（
負
荷
）」

と
い
う
。

（
注
11
）
年
少
人
口
指
数
＝
年
少
人
口
÷
生

産
年
齢
人
口
×
１
０
０
、
老
年
人
口
指
数
＝

老
年
人
口
÷
生
産
年
齢
人
口
×
１
０
０
。
従

属
人
口
指
数
＝
年
少
人
口
指
数
＋
老
年
人
口

指
数
で
あ
る
。

５　



昭和22年 814,379 261,084 527,405 25,890 32.1 64.8 3.2 … … … … 54.4 …
25年 951,189 312,659 605,886 32,582 32.9 63.7 3.4 136,810 51,575 78,481 6,692 57.0 67.7
30年 1,143,687 350,098 749,689 43,875 30.6 65.6 3.8 192,498 37,439 143,803 11,293 52.6 63.3
35年 1,375,710 365,008 953,827 56,875 26.5 69.3 4.1 232,023 14,910 204,138 13,000 44.2 55.9
40年 1,788,915 411,315 1,302,221 75,379 23.0 72.8 4.2 413,205 46,307 348,394 18,504 37.4 47.1
45年 2,238,264 530,939 1,606,628 100,697 23.7 71.8 4.5 449,349 119,624 304,407 25,318 39.3 45.1
50年 2,621,771 663,517 1,823,622 132,756 25.3 69.6 5.1 383,507 132,578 216,994 32,059 43.7 47.6
55年 2,773,674 666,549 1,931,040 173,291 24.0 69.6 6.2 151,903 3,032 107,418 40,535 43.5 48.4
60年 2,992,926 627,834 2,144,889 217,410 21.0 71.7 7.3 219,252 △38,715 213,849 44,119 39.4 46.7

平成 2年 3,220,331 551,426 2,373,769 278,000 17.1 73.7 8.6 227,405 △76,408 228,880 60,590 34.9 43.5
7年 3,307,136 491,340 2,447,608 364,760 14.9 74.0 11.0 86,805 △60,086 73,839 86,760 35.0 43.9

12年 3,426,651 474,656 2,463,151 477,053 13.9 71.9 13.9 119,515 △16,684 15,543 112,293 38.6 46.9
17年 3,579,628 481,960 2,459,648 603,839 13.5 68.7 16.9 152,977 7,304 △ 3,503 126,786 44.1 51.4
22年 3,688,773 486,262 2,440,385 736,216 13.2 66.2 20.0 109,145 4,302 △ 19,263 132,377 50.1 56.8

23年 3,689,022 486,262 2,438,966 737,884 13.2 66.1 20.0 249 0 △ 1,419 1,668 50.2 57.1
24年 3,691,240 483,380 2,427,891 754,059 13.1 65.8 20.4 2,218 △ 2,882 △ 11,075 16,175 51.0 57.5
25年 3,697,035 480,802 2,403,195 787,128 13.0 65.0 21.3 5,795 △ 2,578 △ 24,696 33,069 52.8 59.5
26年 3,703,258 476,884 2,380,790 819,674 12.9 64.3 22.1 6,223 △ 3,918 △ 22,405 32,546 54.5 61.6

(注1)昭和22年～平成22年は「国勢調査」(10月１日現在、戦後を除き5年毎)、平成23年以降は「推計人口」(１月１日現在)による。総数には「年齢不詳」を含む。

(注2)従属人口指数は、従属人口（年少人口＋老年人口）÷生産年齢人口×１００により算出。

年　次

増　　減（人）人口総数に占める割合（％） 従属人口指数人　　口（人）

総  数
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全　国

（参考）
生産年齢人口
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65歳以上
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老年人口
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従属人口指数（横浜市）
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老年人口指数（全国）
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図14　年少人口指数、老年人口指数及び
従属人口指数の推移　（昭和53年～平成26年）

13 ■ 特集・横浜の人口を読む

転
入
・
転
出
に
お
い
て
最
も
流

動
性
の
高
い
世
代
は
、
20
～
44
歳

に
か
け
て
の
世
代
だ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
市
内

へ
の
転
入
促
進
と
市
外
へ
の
転
出

抑
制
が
さ
れ
れ
ば
、
生
産
年
齢
人

口
の
増
加
に
プ
ラ
ス
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
世
代
は
子
ど
も
の
転
入
・

出
生
を
伴
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
転

入
・
出
生
に
よ
る
年
少
人
口
が
一

時
的
に
従
属
人
口
と
な
る
も
の

の
、
将
来
は
生
産
年
齢
人
口
拡
大

が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
地
域
別
に
み
る
と
、
東

京
都
か
ら
大
幅
に
転
入
超
過
で

あ
っ
た
時
期
（
平
成
３
～
10
年
）

か
ら
転
じ
て
、
近
年
は

東
京
都
へ
の
転
出
超
過

と
い
う
逆
流
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
一
方
で
、
こ
れ
を

補
う
よ
う
に
近
年
横
浜

に
は
北
関
東
や
南
関
東

か
ら
大
幅
な
転
入
超
過

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
都
区

部
の
人
口
吸
引
力
が
大
き
い
た
め

と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
は
そ
の
動

き
も
弱
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
転
入
・
転

出
の
動
き
を
行
政
区
別
に
み
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
詳
し
い
地
域
的
関

係
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
転

入
・
転
出
に
お
い
て
、
や
は
り
東

京
都
区
部
が
上
位
に
く
る
も
の

の
、
行
政
区
に
よ
っ
て
は
近
隣
地

域
と
の
間
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
横
浜

の
東
部
・
北
部
方
面
は
川
崎
市
、

南
部
方
面
は
横
須
賀
三
浦
地
区
、

西
部
方
面
は
県
央
地
区
と
い
っ
た

関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
た
近
隣
地

域
と
の
比
較
が
居
住
地
選
択
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

横
浜
の
人
口
に
関
す
る
政
策
を

考
え
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
社
会

動
態
の
特
徴
を
考
慮
に
入
れ
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

❸
人
口
動
向
を
つ
か
む

横
浜
も
い
ず
れ
は
人
口
減
少
社

会
に
突
入
す
る
。
団
塊
の
世
代
が

75
歳
超
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題

も
遠
く
な
い
将
来
で
あ
る
。
そ
の

時
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
人
口

動
態
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
若
い

世
代
に
と
っ
て
、
横
浜
が
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
現
定
義
は
65
歳
以
上
を

従
属
人
口
と
し
て
い
る
が
、
長
寿

化
を
考
え
る
と
、
一
律
に
従
属
人

口
と
す
る
見
方
も
再
検
討
が
必
要

か
も
し
れ
な
い
。
多
様
な
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
超
高
齢
社

会
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
人
口
動
向
に
注
視

し
ど
の
よ
う
な
人
口
構
造
と
な
る

か
を
つ
か
む
こ
と
、
超
高
齢
社
会

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
本
稿
で
は
人
口
統
計
の
一
部

し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
、
人
口
統
計
が
様
々
に
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
有
用
な
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
。

な
お
、
横
浜
市
政
策
局
統
計
情

報
課
で
は
、
毎
年
３
月
に
「
横
浜

市
の
人
口
」
と
題
し
、
前
年
の
人

口
動
態
と
当
年
１
月
１
日
現
在
の

年
齢
別
人
口
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
発
行
し
て
い
る
。
報
告
書
は

横
浜
市
統
計
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

http://w
w

w
.city.yokoham

a.
lg.jp/ex/stat/

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
。
本
稿
は
、
基
本
的

に
「
横
浜
市
の
人
口
―
平
成
25
年

中
の
人
口
動
態
と
平
成
26
年
１
月

１
日
現
在
の
年
齢
別
人
口
」（
平

成
26
年
３
月
）
報
告
書
に
基
づ
い

て
い
る
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
は
５
年

に
一
度
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
！

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住

む
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す

る
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
、
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
で

実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結
果

は
福
祉
施
策
や
生
活
環
境
整
備
、

災
害
対
策
な
ど
、
日
本
の
未
来
を

つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
様
々

な
施
策
の
計
画
策
定
な
ど
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査
で
は
、
全

国
で
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
本
格
的

に
導
入
さ
れ
、
回
答
者
の
利
便
性

も
改
善
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
円
滑

な
実
施
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

表7　横浜市の年齢3区分別人口及び従属人口指数の推移　（昭和22年～平成26年）


